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東北銀行、岩手銀行、北日本銀行の３行による 

「大規模災害等発生時における連携・相互支援に関する協定」の締結について 

 

 

東北銀行（頭取 浅沼 新）、岩手銀行（頭取 高橋真裕）、北日本銀行（頭取 佐藤 安

紀）の３行は、大規模災害などの発生時に業務継続に向けて連携し相互に支援していく対

応策を協議・検討するため、「大規模災害等発生時における連携・相互支援に関する協定」

（以下、「災害時３行連携協定」）を締結することといたしましたので、お知らせいたしま

す。 

 この、「災害時３行連携協定」は、東日本大震災発生時に「メール便の共同運行」や「仮

出張所などの共同出店」など３行が実際に連携して業務継続対応を行った経験を踏まえ、

今後も大規模災害等が発生した場合には、連携して業務継続に向けた活動を相互に支援す

ることで、地域の金融機能の中心的役割を担う地方銀行の社会的責任を全うしていこうと

するものです。 

この「協定」に基づいて、大規模災害などの発生時には「３行連携協議会」（統括事務局：

岩手銀行総合企画部）を立ち上げ、業務継続対応策を迅速に協議・検討することとしてお

り、具体的には「被害状況等の情報の共有化」「資金繰りの相互支援」「メール便の共同運

行」「稼動する店舗・ATM 情報の共同発信」「仮店舗・仮出張所等の共同出店」などの事項に

ついて協議することと予め定めています。（連携の体系図は別紙の通り） 

こうした連携・相互支援の仕組みは、昨年の３月１２日に実施された３行共同による緊

急時対応訓練「ストリートワイド訓練※」の総括の中から組成されております。 

 

当行は、東日本大震災の教訓を風化させることなく、今後も「金融機能・サービスを最

大限維持させる」という地域金融機関としての社会的責任を全うしてまいります。 

 

 

※「ストリートワイド訓練」とは、各企業がおのおの策定している業務継続計画（ＢＣＰ、「Business 

Continuity Plan」の略）の実効性を確認するため、複数の企業または組織をまたいだ形で行う訓練

のことで、海外では広く使われている訓練手法です。 

以上 

【本件に関するお問い合わせ】 

経営企画部（担当：大久保） 

電話番号：019-651-6161 



別紙 
 

 

「大規模災害等発生時における連携・相互支援に関する協定」に基づく連携の体系図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】ストリートワイド訓練の様子 

 

 

３行連携協議会 ※１

 

協議分会 ※３

※１：協議分会①「被害情報等の情報の共有化」を兼務

各行経営企画部門長

（統括）

事務局※２（運営）
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※３：各協議分会は各行の所管部門長と担当者で構成

※２：各行の経営企画部門次席者で構成

■３行連携協議会 ■協議分会 


